
 
 

Family Outcomes Surveys 
 
The original Family Outcomes Survey (FOS) was developed and validated by the Early 
Childhood Outcomes (ECO) Center to assess five family outcomes and the helpfulness 
of early intervention. There were multiple versions of the original Family Outcomes 
Survey, some for parents of young children with special needs and some for parents of 
all young children. 
 
In 2010, upon request from states, the ECO Center developed an updated version of 
the FOS for Part C programs. The Family Outcomes Survey-Revised (FOS-R): Part C 
was designed to better assist Part C programs in measuring family outcomes and 
determining the helpfulness of early intervention programs for federal reporting and 
program improvement purposes. The core concepts in the FOS-R remain the same as 
in the original FOS, with the addition of more detailed information to guide program 
improvement activities and a modified survey format. Both the original and revised 
versions have been translated into Spanish as well as additional languages. Special 
thanks to our colleagues in Texas, Minnesota, and Washington for assisting with these 
translations. The ECTA Center supports the use of both the FOS (2006) and FOS-R 
(2010). These tools have been tested to ensure sound psychometric integrity that can 
be used to document family outcomes and identify areas for program improvement. If a 
state would like to adapt these surveys, we encourage you to reach out to staff and the 
ECTA Center to discuss potential adaptations and implications for producing reliable 
and valid data. 
 
For more information on the FOS, visit 
https://ectacenter.org/eco/pages/familysurveys.asp  
 
Please contact staff at the ECTA Center if you wish to adapt the survey: 
https://ectacenter.org/about/contact.asp  
 
 
The ECTA Center is a program of the FPG Child 
Development Institute of the University of North Carolina at 
Chapel Hill, funded through cooperative agreement 
number H326P220002 from the Office of Special 
Education Programs, U.S. Department of Education. 
Opinions expressed herein do not necessarily represent 
the Department of Education's position or policy. 
Project Officer: Julia Martin Eile 
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ＦＯＳ－Ｊ (家族アウトカム調査) 

Ⅰ．ご家族のこと 

 

このページでは、あなたがお子さまのニーズ（必要なこと）にどのように対処されてい

るかをたずねしています。下記の項目について、「全くあてはまらない」「少しあては

まる」「ある程度あてはまる」「ほとんどあてはまる」「非常によくあてはまる」から

一番当てはまる一つを選んで○にチェック∨をつけて下さい。 
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１：子どもの長所、ニーズ、能力を理解していますか？      

1 子どもがどのように成長し、次にどのような学習が必要かを知っている。       

2 子どもの長所と能力を理解している。      
3 子どものゆっくり目の発達と子どものニーズ（必要なこと）を理解している。      

4    子どもの成長を気づくことができる。      
２：あなた自身の権利（できること）をご存じですか？ 子どもを擁護できますか？      
5 利用可能なサービスや制度を見つけ、利用することができる。      

6 子どもの特別なニーズ(必要なこと）に関する権利（できること）を知っている。      
7 疑問や心配があるとき、誰に相談し、どのように対応するかを知っている。      
8 療育が終了した後も子どもが利用できるサービスを知っている。      

9 子どもや家族が必要とするサービスや支援を気軽に頼むことができる。      
３：子どもが成長し学ぶことを手助けできますか？      
10 子どもが周囲と仲良くやっていく手助けができる。      

11 子どもが新たな技能を身につける手助けができる。      
12 子どもが自身のニーズ（必要なこと）に対応できるように手助けができる。      

13 
療法士や保育士、主治医などから薦められた子どもの目標に向かって、（リハビ

リなどの特別な時間でなく）日常生活の中で取り組むことができる。 
     

４：あなたを支援する体制はどのようですか？      
14 子どものニーズ（必要なこと）について家族や友人と気軽に話すことができる。      

15 自分の話に耳を傾け、気にかけてくれる友人や家族がいる。      

16 同じようなニーズ（必要なこと）を持つ子がいる他の家族と話すことができる。      
17 必要な場合、頼りになる友人や家族がいる。      

18 自分自身のニーズ（必要なこと）に対処し、楽しいことができる。      
５：地域への参加はどのようですか？      
19 子どもはあなたの望む社会活動や余暇活動に参加している。      

20 
子どもが特別なニーズ（必要なこと）を持つか持たないかに関係なく、家族一緒

に楽しいことができる。 
     

21 医療や歯科医療に関するニーズ（必要なこと）が満たされている。      

22 育児に関するニーズ（必要なこと）が満たされている。      
23 交通に関するニーズ（必要なこと）が満たされている。      

24 衣食住に関するニーズ（必要なこと）が満たされている。      



ＦＯＳ－Ｊ(家族アウトカム調査) 

Ⅱ．療育のこと 

 

  
このページでは、お子様が受けている療育についてたずねています。下記の項目につい

て、「全く役立たない」「少し役立つ」「ある程度役立つ」「かなり役立つ」「非常に

役立つ」から一番当てはまる一つを選んで○にチェック∨をつけて下さい 
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あなたの権利（できること）についての知識      
下記の項目について、療育はどの程度役立ちましたか？      

1 あなたや子どもに対するサービスや支援についての有用な情報を得ること。      

2 
子どもの特別なニーズ（必要なこと）に関する権利（できること）についての有

用な情報を得ること。 
     

3 疑問や心配があるときの相談窓口についての有用な情報を得ること。      
4 受けている療育の終了後も利用できる選択肢についての有用な情報を得ること。      
5 分かりやすい方法であなたの権利（できること）についての説明を受けること。      
子どものニーズ（必要なこと）を伝えること      
下記の項目について、療育はどの程度役立ちましたか？      

6 
子どものゆっくり目の発達と子どものニーズ（必要なこと）についての有用な情

報を得ること。 
     

7 あなたの話に耳を傾け、あなたの選択を尊重すること。      
8 子どもや家族を支援できるサービスや人々とあなたとのつながりを作ること。      
9 子どもや家族の長所やニーズ（必要なこと）について話し合うこと。      
10 子どもや家族にとって大事だと思っていることについて話し合うこと。      
11 あなたや家族と良好な関係を築くこと。      
子どもの成長や学びに対する支援      
下記の項目について、療育はどの程度役立ちましたか？      

12 
子どもが周囲と仲良くやっていくために、どのように手助けをしたらよいかにつ

いての有用な情報を得ること。 
     

13 
子どもが新たな技能を身につけるために、どのように手助けをしたらよいかにつ

いての有用な情報を得ること。 
     

14 
子どもが自身のニーズ（必要なこと）に対応できるようになるために、どのよう

に手助けをしたらよいかについての有用な情報を得ること。 
     

15 子どもが学び、成長するために、あなたがすべきことを特定すること。      

16 
日常活動にどのように子どもを巻き込んでいくかについてのアイデアを共有する

こと。 
     

17 あなたが子どもの成長に気づくことができるように、ともに取り組むこと。      
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